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有用性に関する研究である 沖縄県伊江村 伊江島 では アブラナ科のハマカブラ
を マ ナと称し 島の人 はかねてから利用してきた この植物は日本全国で確認されているが 沖縄県
においては自生地が限られ またこれを日常的に食しているのは伊江島だけといわれている 雑草であるが
ゆえに この植物の生産に取り組んでいる農家は 戸に過ぎない われわれはこのマ ナに関する一般的特
性に関する聞き取り調査をおこない さらに栄養分析をおこなった その結果 特にマ ナのポリフェノ
ル含有量は比較的高い数値で 一般的な野菜の 倍程度であった 日常的に利用されながら雑草的な扱いに
とどまっているが 成分的には機能性に加え 栄養学的な面でも優れていることが示され 今後食用化が進
められるべき素材であることが示唆された 伊江島では製糖工場が閉鎖され 農家の高齢化も伴って耕作放
棄が目立ちつつある中で ラッカセイ トウガン 花卉につぐ マ ナの特産化が模索されるべきであろう
マ ナ 南西諸島 栄養学的評価 自生植物資源 農村開発
れていない食材は数多くある 本研究において 沖縄県伊
江島に自生し食用とされている マ ナ の機能性を含め
近年の健康志向の高まりから 機能性食品や栄養価の高 成分的特性を明らかにすることで 伊江島において地域資
い食材が注目され 伝統的食材の見直しなどがおこなわれ 源の再評価と再認識を促し ひいては地域活性に繋げるこ
ている また 現在 地産地消が見直されているように とを目的としている
地元産の農産物や地域資源の再認識が地域活性化をもたら マ ナ とは 伊江島の方言名で アブラナ科の植物を
すことが強調されている さし 和名はハマカブラ 学名は
南西諸島のような物理的 環境的制限や限界のある島嶼 である 本植物体について本稿では以下 マ ナ と記
地域では 地理的 歴史的 文化的特異性を活かして か す
ねてより自生植物の特産化がおこなわれてきた 古くは沖
永良部の百合根輸出 現代はニガウリ ゴ ヤ やシトラ
スデプレッサハヤタ シ クヮ サ 与那国の 長命 伊江島は 沖縄本島の北部に位置する本部半島から北西
草 ヤエヤマアオキ ノニ など 日本国内のみならず海 約 の洋上に浮かぶ 総面積 の離島である
外にまでその名が通った特産品を創出している 村 島で 世帯数 戸 総人口 人 平成 年
これらの植物の多くが野生植物と栽培植物の中間段階に 月末現在 伊江村住民基本台帳 生産農家戸数は 戸
ある 半栽培 段階のものであり 栄養成分分析を通じて 平成 年 月 日現在 平成 年度伊江村の農林水産
使用価値が高まり商品化した経緯がある なかでも農林水 業 である 島の 分の を占める米軍基地伊江島補助飛
産省による 新需要創出のための生物機能の開発 利用技 行場では ハリア 機発着訓練やパラシュ ト降下訓練等
術の開発に関する研究 通称バイオルネッサンス計画 の が実施されている 農業は サトウキビ 葉たばこ 花卉
もとで シ クヮ サ はがん細胞増殖抑制効果や血糖 野菜 トウガン ゴ ヤ ラッキョウなど 果樹 肉用牛
値 血圧抑制効果がある ノビレチン を含有しているこ 乳用牛等が栽培 飼養されている 基幹作物であったサト
とが平成 年に判明し 一気に消費が拡大し その需要に ウキビは 島内の製糖工場が平成 年 年期操業をもっ
応じて生産が始まり特産化していった て閉鎖したため本島の製糖工場へ海上輸送しなければなら
地元では一般的な食材であってもまだ科学的分析がなさ なくなり 平成 年度のサトウキビ生産量は 万 を割
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り 平成 年度の生産量は であった 現在 島
内では ビ ル会社による高バイオマス品種サトウキビの
エタノ ル化の実験がおこなわれている
伊江村教育委員会 伊江島の植物図鑑 によれば 島内
でマ ナと称されているのは アブラナ科の植物のアブラ
ナ およびセイヨウアブラナ
である 表 とくに アブラナ
和名ハマカブラ が島内に広く分布してい
る 草地よりもサトウキビ畑や砂地によく自生している
年生草本の 雑草 である 写真 管理が行き届
いた畑よりも 年間放棄された土地を深耕するとよ
く繁茂する マ ナは 葉の部分を食用とする 月以
降に若い葉を摘んで 茹でたり 軽く塩もみし洗って炒め









史 にはマ ナの記載はなく 伝播の時期や経路などは確
認できなかった 農家からの聞き取りによれば 葉の形態
から類別すると 種類あるという 図 タイプ は 地
元住民の表現では 鼻にぬけるぴりっとした香り があり
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マ ナとなずなの一般成分比較 中
く島民はほとんど採取しない タイプ は と の中間 個人に 円で卸している
の食味があるという 分類や生態に関してもまだ解明さ 農薬の影響を心配する島民は 葉たばこやキク栽培圃場
れていないことが多い 本研究における成分分析はタイ に隣接する原野でのマ ナの採取は忌避し 事例農家で栽
プ のものである 培される無農薬のマ ナを好んで食している 売り上げは
万円程度で 大半が お裾分け 用である
伊江島のマ ナを島外からわざわざ摘みに来る人がいる
ものの 現在 伊江島でマ ナを栽培する農家は 戸にす 以下は マ ナ の成分特性とそ
ぎない その 戸の栽培の仕方や販売方法は以下のとおり の機能性についての分析結果である マ ナと同じアブラ




る経営面積 の 歳代半ばの夫妻である 年ほど
前に 栽培していたインゲンマメなどの野菜栽培が外国産 マ ナは 年 月に沖縄県伊江島より取り寄せたも
野菜との価格競争で厳しい状況になったことを契機とし のを試料とした 一般成分 ビタミン については入手後
島の在来種で昔から自生しているマ ナに着目し 栽培に すぐに分析を行った その他の成分については葉 枚を一
着手した この農家では トウガンとマ ナの混作をおこ 組にして に冷凍保存し 測定時に解凍 細切後実験
なっている 月にトウガンの定植とマ ナの播種をする に供した なおビタミン類についてはそれぞれの細切時の
坪 トウガンは 月に収穫するが マ ナは播種後 注意点 に従って処理をした
日で発芽 約 日後に葉の収穫が始まる 葉は 月中
旬まで収穫できる 年明けに開花するが このころになる
と葉の出方が少なくなり葉の収穫も終わる 月に種子を 一般成分 ミネラルおよびビタミン類は五訂日本食品
採取する 標準成分表 に記載の野菜類の試験方法に従い測定し
葉の出荷先は 本島北部の名護の 直売所 箇所 と た
島内の港の販売所である 価格は 束を 円で卸し 食物繊維はプロスキ 変法 により測定した
ている 出荷方法は 葉を収穫後海水で洗い 塩をふりか ポリフェノ ル類はクロロゲン酸を標準としてフォリ
けて出荷する 生では鮮度保持フィルムを用いても 日と ンデニス法 により測定した
持たないが 海水や塩を用いると鮮度を 週間保つことが
できる マ ナによる年間所得は約 万円である
マ ナの一般成分測定値と対照とした なずな の成分
事例 の農家は トウガン生産と畜産 肉用牛 を営む 値 五訂日本食品標準成分表記載値 を表 に示した
歳代半ばの夫妻である 年からアグリツ リズム 水分はマ ナが若干高く たんぱく質と炭水化物がやや低
に参加し 農家民泊も実施している この事例農家は 島 いという結果であったが 水分含量を合わせると一般成分
で長年食してきたマ ナが少なくなってきているという危 についても実質的には大きな差はないといえる
機感から 平成 年 月に栽培に着手した 栽培化の目的
は 子や孫に伊江島の昔からの自然の食材を残したい と マ ナのミネラル成分測定値を表 に示した なずな
いう気持ちからである マ ナは 島民にとって雑草とし と比較して鉄の含有量が高く がやや低い結果であっ
ての感覚しかないため サトウキビ農家は畑に自生してい たが それ以外では大きな差は見られなかった 特にマ
るマ ナは鋤き込み 畜産農家では牛の飼料用に牧草とと ナの鉄含有量は 一般的に鉄含有量が高いとされるほうれ
もに刈り取ってしまうことで マ ナの自生範囲が減少し ん草や小松菜より高い値であった 鉄はヘム鉄と非ヘム鉄
ているという
例年 月 日に播種し 播種後約 日から 月末まで






える 潅水設備とハウスさえあれば マ ナは夏場のほう



































  	 
  
 












     
 
   

 



















































   188
g
























































では腸管吸収が異なり 前者で 後者では との報 生成物は 大腸を刺激し便意を促す また両食物繊維とも
告 があり 含有量のみでは単純に比較はできない しか 大腸がんの発生を抑え 便秘の予防効果 血糖値の上昇抑
し 日の出納の維持からみると成人では が妥当 制や血中コレステロ ル値の正常化 肥満予防にも関与し
であるとの報告 があり 吉野ら は食物から吸収される ている
鉄の約 は非ヘム鉄で 緑黄色野菜からも摂取を期待 食物繊維の 日の摂取目標量は 歳から 歳の男子
できると報告している また非ヘム鉄吸収促進因子にはビ は 女子は とされている しかし実態として不足




関係しており今日特に若い女性の鉄不足があげられてい マ ナにはポリフェノ ル類がクロロゲン酸として
る 日本人の食事では野菜は鉄の供給のかなりの部分を占 の含有がみられた 一般的な野菜には あ
めている 非ヘム鉄が多い緑黄色野菜 から調理方法を工 たり 程度含まれているものが多いことから
夫することによって鉄吸収の増加を期待できる マ ナは マ ナのポリフェノ ル含有量は比較的高い数値で 一般
その期待を担える食材になりうると考えられた 的な野菜の 倍程度の含有が認められた
ポリフェノ ル類は抗酸化活性を持つものが多い クロ
マ ナに含まれるビタミン類の含有量を表 に示した ロゲン酸含有量と ラジカル捕捉活性の間に相関が
マ ナは なずな にくらべ ビタミン含有量が全般的に 認められるといった研究報告 もあり ラジカル消
低い傾向であった しかしカロテンは カロテン当量と 去活性とポリフェノ ル類含有量の相関は明らかである
して あたり 含まれ 緑黄色野菜の中でも高 本実験では ラジカル消去活性については直接的な
含有の素材であった 野菜に含まれるカロテンのほとんど 実験は行わないが 既報 ではポリフェノ ル類の標準に
は カロテンで カロテンやクリプトキサンチンなど 没食子酸を用いた報告がある 没食子酸とクロロゲン酸を
に比べて ビタミン としての効力は高い カロテン 同じ倍率で希釈し フォリンデニス法で吸光度を測定した
は ラジカル消去など抗酸化活性を有するため がん 動 所 クロロゲン酸として算出すると 没食子酸として産出
脈硬化 心筋梗塞などの生活習慣病に対し予防効果がある した場合の約 倍となる この値をもとに比較したとこ
ことが知られている ろ マ ナはポリフェノ ル類含有量と ラジカル
消去活性が高いとされたニガナ クロロゲン酸換算量
マ ナの総食物繊維量は あたり であ より ポリフェノ ル類含有量が高いことがわ
り 不溶性食物繊維 水溶性食物繊維 であった かり ラジカル消去活性が高い可能性が示唆され
食物繊維の生理作用として 不溶性食物繊維は大腸で水分 た
を吸収し膨張することで 便重量を増加させ 腸内通過時 機能性の面からみるとポリフェノ ル類は還元性が強
間を短縮させる働きがある また水溶性食物繊維は 腸 く 特にカテコ ル構造を持つ カフェ酸エステルのよう
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いとマ ナの葉柄が紫に変色するという 月の播種後 通
常 日くらいで発芽する その後 日間で葉が収穫可能と
なるが この間降雨量が少ないと葉柄が紫色に変色する
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ノ ルは 活性酸素による細胞障害に対し抑制機構を有す の生態の解明と 生産 増殖技術の開発が非常に重要であ
るという報告 や 有害微生物を制御するという報告 も り われわれの今後の課題でもある 近年 内閣府沖縄振
みられる これらのことから試料中のポリフェノ ル類に 興局や県庁 普及所などでは 固有植物資源の掘り起
ついては今後さらに詳細な検討が必要と考えられた こしと消費拡大のためのマ ケティングに力を注いでいる
が 生産技術に関する研究が立ち遅れている また ブ
ムになると圃場では経済的合理性が優先され モノカル

























県の支援を受けて アトピ や花粉症に効果のある 宮古








である これには主として二つの理由がある 第一に 現
在の半栽培の状態では サトウキビ栽培の合間に圃場に混
入する雑草でしかないため 安定的な生産量の確保に至ら
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寺尾純二 活性酸素と食物 化学と生物 第 巻
中山 勉 酸化的細胞障害の発生および抑制機構に関する
印南 敏 桐山修八 改訂新版食物繊維 日本栄養士会編 食品化学的研究 日本栄養 食糧学会誌 第 巻
厚生労働省 日本人の食事摂取基準 第一出版 戸田真佐子 大久保幸枝 大西玲子 島村忠勝 茶カテキン
類およびその構造類似物質の抗菌作用ならびに抗毒素作
調理ベ シックデ タ 女子栄養大出版部 用 日本細菌学雑誌
杉原たまえ 南西諸島における固有 在来生物資源の有用
柴田圭子 渡邊容子 根岸由紀子 安原安代 サツマイモの 性と持続的地域開発 第 回国際開発学会全国大会報告論
クロロゲン酸誘導体および ラジカル補足活性に及ぼ 文集
す加熱調理の影響 日本調理科学会誌 第 巻
須田郁夫 沖 智之 西場洋一 増田真実 小林美緒 永井 本研究は 平成 年度 東京農業大学大学院高度化推進プロ
沙樹 比屋根理恵 宮重俊一 沖縄県産果実類 野菜類のポ ジェクト 南西諸島における固有生物資源の保全と生物多様性に
リフェノ ル含量とラジカル消去活性 日本食品科学工学 基づくファ ミングシステムの構築と地域振興に関する応用研
会誌 究 による研究成果である
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Rural Development
: The purpose of this study is to suggest utilizing volunteer plant resources in the region
such as the southwest islands, where growth is limited by physical and environmental conditions.
L. also known in dialect as “maana”, is a kind of weed found all over Japan. In
particular, people of Ie-island in the Okinawa Prefecture use them frequently. It is treated as a “weed”,
but there are two farmers who produce it on economic base. We researched the general growing
conditions and nutritional value of L.. To determine the e ective use of
L., we studied its chemical components and nutritive values. In particular,
L. contains a large amount of dietary ﬁber. Mineral content, particularly iron, and vitamin con-
tent such as beta carotene and vitamin C were high in comparison with other vegetables. Further-
more, polyphenol content was comparatively high. Thus, its chemical component was similar to that
of a green vegetable. We suggest changing L.’s status as a “mere weed” and further
capitalizing on the utilization of these volunteer plant resources. To promote maana as a special pro-
duct, we should ﬁrst recognize the utilization of volunteer plant resources at ﬁrst, secondly analyze
the habits of such volunteer plant, and develop the agricultural technology for a farming system.
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